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的に行っている。特に，本観測点の特徴は，深度 1000rn 級の鉛直アレー観測であるため， PS 検層装置の開発やその予
備実験を行い，速度構造評価及び Q 値評価を精度よく行うことに留意している。また，地震計設置方法についても新
しい設置法を考案している。最後に，地震観測システムの概要を示している。
第 3章では，地盤の減衰性について，ボーリングコアから採取した試料を用いた室内試験による減衰評価， S 波検層
r 波形を用いた減衰評価及び観測地震動波形を用いた減衰評価を行っている。これらの結果を比較考察し，総合的に判断
して減衰定数を定め，地震応答解析用の地盤モデルを評価している。
第 4章では，鉛直アレー観測地震動波形を用いて， P 波初動部分について入射方位角と入射角の検討を行った結果，
基盤岩においては，入射方位角は震源の方向と良い整合を示し，入射角も地下構造を用いた理論計算による値と良く一
致することを示している。また，上下動成分は P 波初動部において， P波速度で上昇・下降することを，波形から検証
している。一方， S 波初動部においては，水平動成分は S 波速度で上昇・下降するが，上下動成分は P 波速度で上昇・
下降することを，波形から検証している。ここで， GL -950rn の基盤岩内観測点に S 波が到達した後に，表層地盤内
を P 波速度で波が伝播するのは，表層地盤内での観測点における走時及び上下- Radial 平面での地震動の粒子軌跡
から， GL -950rn 以浅において， sv-P 変換が生じたためと指摘している。













(1)鉛直アレー観測を行う深さ約1.0km までの地盤について， PS 検層，音波検層，密度検層，電気検層，孔径検層及
び温度検層ならびにボーリングコア試料の観察などより，詳細な地盤モデルを設定している。




(4) 観測地点の地盤モデルを用いて， p波斜め入射， sv波斜め入射に対する解析を行い，観測記録のシミュレーション
解析と比較して，両者が振幅，位相とも良く一致することを示している。
以上のように，本論文は表層地盤における地震波伝播に関する詳細な解析を実測と比較して解析手法の有用性ととも
に地表面における地震動特性を明らかにしており，地震工学・耐震工学に寄与するところが大きい。よって本論文は，
博士論文として価値あるものと認める。
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